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平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会
を
六
月

二
十
六
日
（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら
、

追
手
門
学
院
大
学
一
号
館
三
階
会
議

室
五
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
能
口
会
長
、
落

合
学
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
役
員
・
相
談
役
の
紹
介
、
続

い
て
大
学
関
係
者
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
従
い
議

事
に
入
り
、
以
下
の
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
度
事
業
報
告

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１ 

総
会
、
委
員
会
、
役
員
会
、
懇

親
会
等
の
開
催

２ 
見
学
会
並
び
に
懇
親
会
へ
の
参

加
（
教
育
後
援
会
と
共
催
）

　

 

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年

十
月
二
十
一
日
（
水
）
徳
島
県

鳴
戸
市
、
大
塚
国
際
美
術
館
の

見
学
並
び
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
で
の
懇
親
会

３
舞
台
鑑
賞
会
の
開
催

　

 

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年

一
月
二
十
日
（
水
）
劇
団
四
季

京
都
劇
場
に
お
い
て
「
美
女
と

野
獣
」
鑑
賞
会
と
京
都
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
懇

親
会

４ 

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の

広
報

５
「
会
報
」
の
発
行

２　

学
生
へ
の
助
成
事
業

１ 

教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

２ 

災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る

援
助

３ 

入
学
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

４ 

卒
業
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

５ 

卒
業
生
保
護
者
と
卒
業
生
対
象

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

に
対
す
る
援
助

３　

 

学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事

業
活
動

１ 

第
六
回「
追
手
門
学
院
奉
拝
船
」

へ
の
協
賛

４　

大
学
へ
の
助
成
事
業

１ 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
茨
木

及
び
大
手
前
）
へ
の
援
助

２
本
会
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

３ 
新
一
号
館
竣
工
に
伴
う
記
念
事
業

５　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

１ 

新
入
生
保
護
者
歓
迎
の
お
茶
会

「
桜
の
縁
」
の
開
催

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度

収
支
決
算
書
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
役
員
案

役
員
案
が
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ

れ
（
三
頁
に
掲
載
）、
林
田
新
会
長

の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
開
催

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
開
催

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

事
業
計
画
案

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

収
支
予
算
書
案

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
食
堂
棟
三
階
に
お

い
て
、
大
学
関
係
者
の
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吹
奏
楽
団

の
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

こ
の
た
び
、
二
〇
一
〇
年
度
、
追

手
門
学
院
大
学
卒
業
生
保
護
者
の
会

の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な

り
ま
し
た
林
田
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
は
、
卒

業
生
保
護
者
の
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
は
、
一
九
七
〇
年
第
一
期
生

の
卒
業
と
と
も
に
、
当
時
新
設
大
学

と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
存
立
基
盤
が
脆

弱
で
あ
っ
た
大
学
を
、
子
供
達
の
卒

業
後
も
支
え
て
い
こ
う
と
の
思
い
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
四
十
年
が
経
過
し
、
大
学
も

五
学
部
八
学
科
、
大
学
院
を
併
せ
持

つ
学
生
数
六
千
名
を
越
え
る
規
模
に

成
長
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
会
の
皆
さ
ま
が
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
長
年
に
渡
る
数
多

く
の
支
援
が
、
大
学
発
展
へ
の
大
き

な
力
で
あ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
皆
様
ご
存
知
の
様
に
、
一

昨
年
か
ら
の
経
済
不
況
の
中
で
、
卒

業
生
の
就
職
状
況
が
非
常
に
厳
し
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
当
会
の
諸
事
業
と

と
も
に
、
卒
業
生
の
就
職
支
援
に
さ

ら
な
る
力
を
注
ぐ
べ
き
時
で
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
直
接
ご
採
用
い
た

だ
く
事
は
も
と
よ
り
、
就
職
先
の
ご

紹
介
な
ど
、
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗

り
越
え
る
為
に
、
皆
様
の
お
力
添
え

を
頂
き
、
少
し
で
も
卒
業
生
の
福
祉

向
上
に
寄
与
出
切
れ
ば
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
て
行
く
上
に
お
き
ま
し
て
も
、

な
に
よ
り
も
大
切
な
事
は
、
会
員
の

皆
様
お
一
人
お
一
人
が
、
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の
意
識
を
高

め
、
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
を
よ
り

一
層
強
め
て
い
た
だ
く
事
で
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
会
員
の
皆
様
方

の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
、
一
人
で
も

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
け

る
事
を
心
が
け
て
、
会
の
運
営
に
あ

た
ら
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

甚
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役

員
・
委
員
の
皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ

て
努
力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

様
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長　

林 

田　

隆 

行

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
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平成21（2009）年度　決算書　平成 21（2009）年４月１日～平成 22（2010）年３月 31 日まで　　　（単位：円）

科　　目 平成 21（2009）
年度予算

平成 21（2009）
年度決算 差　異 備　　考

会 費 収 入 12,470,000 12,960,000 △ 490,000 卒業者 @10,000 × 1,296 名

会 員 研 修 参 加 費 1,370,000 1,376,000 △ 6,000 10/21 教育後援会見学懇親会費 42 名　1/20 見学懇親会費（｢ 美女と野獣 ｣ 鑑賞会）61 名

受 取 利 息 13,000 3,871 9,129 預金利息

災 害 援 助 基 金 取 崩 3,000,000 3,000,000 0

当 年 度 収 入 合 計 16,853,000 17,339,871 △ 486,871

前 年 度 繰 越 金 10,487,911 10,487,911 0

収 入 の 部 合 計 27,340,911 27,827,782 △ 486,871

会 員 研 修 費 1,900,000 1,765,062 134,938 7/4 学院後援会の集い会費 5 名、10/21 教育後援会見学懇親会旅行費、1/20 見学懇親会（｢ 美女と野獣 ｣ 鑑賞会）チケット 60 枚等

会 議 費 100,000 70,350 29,650 6/27 総会･懇親会お弁当代等

行 事 費 150,000 113,303 36,697 4/1｢ 桜の縁 ｣ 使用道具類･茶菓子代等

印 刷 費 400,000 368,571 31,429 名刺、振込依頼票、封筒、ハガキ印刷代、案内状

広 報 費 350,000 345,345 4,655 会報作成費、ホームページ更新代

通 信 費 2,000,000 1,751,493 248,507 郵送料（総会･会報）等　電報料金代

事 務 費 220,000 198,390 21,610 事務用品 ､ 総会･会報封入料 ､ 拡大プリント使用料、目録揮毫等

慶 弔 費 150,000 29,400 120,600 供花代 2 件、新 1 号館竣工祝花

雑 費 1,000 420 580 残高証明発行手数料

学 生 奨 励 金・ 援 助 金 600,000 200,000 400,000 教材支援奨励金受給者への図書カード @10,000 × 20 名

入 学・ 卒 業 記 念 品 代 1,450,000 1,339,800 110,200 クリアブック @630 × 1,700 個 ､ ペンセット @224 × 1,200 個

サテライトオフィス援助費 3,600,000 3,600,000 0 サテライトオフィス援助費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 事務処理援助費

学院創立 120 周年記念事業協力費 200,000 200,000 0 追手門学院奉拝船への協賛金

大 学 関 係 整 備 費 500,000 500,000 0 1 号館竣工記念品（カリヨンベルモニュメント）

予 備 費 1,000,000 1,000,000

当 年 度 支 出 合 計 13,821,000 11,682,134 2,138,866

次 年 度 繰 越 金 13,519,911 16,145,648 △ 2,625,737

支 出 の 部 合 計 27,340,911 27,827,782 △ 486,871

平成22（2010）年度　予算書　平成22（2010）年４月１日～平成23（2011）年３月31日まで　　（単位：円）

科　　目 平成 22（2010）
年度予算

平成 21（2009）
年度予算 差　　異 平成 21（2009）

年度決算額 備　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 13,000,000 12,470,000 530,000 12,960,000 保護者の会入会見込者 1,300 名× 10,000 円

会 員 研 修 参 加 費 1,370,000 1,370,000 0 1,376,000 教育後援会主催見学会・懇親会、鑑賞会・懇親会会費

受 取 利 息 5,000 13,000 △ 8,000 3,871 預金利息

懇 親 会 参 加 費 0 0 0 0 

災 害 援 助 基 金 取 崩 0 3,000,000 △ 3,000,000 3,000,000 

当 年 度 収 入 合 計 14,375,000 16,853,000 △ 2,478,000 17,339,871 

前 年 度 繰 越 金 16,145,648 10,487,911 5,657,737 10,487,911 

収 入 の 部 合 計 30,520,648 27,340,911 3,179,737 27,827,782 

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 1,900,000 1,900,000 0 1,765,062 教育後援会主催見学会・鑑賞会・学院後援会等費用

会 議 費 100,000 100,000 0 70,350 役員会・委員会・総会費用

行 事 費 150,000 150,000 0 113,303 講演会・桜の縁（お茶会）費用等

印 刷 費 450,000 400,000 50,000 368,571 名刺、振込用紙、封筒・ハガキ印刷代等

広 報 費 440,000 350,000 90,000 345,345 ホームページ更新、会報作成費等 ( 会員への連絡、活動の理解 )

通 信 費 2,400,000 2,000,000 400,000 1,751,493 郵送料 ( 見学会案内１回、総会案内１回、その他の事務連絡 ) 等

事 務 費 260,000 220,000 40,000 198,390 封入費、事務用品等

慶 弔 費 150,000 150,000 0 29,400 電報、花代等

雑 費 1,000 1,000 0 420 残高証明書発行手数料

学 生 奨 学 金 助 成 費 600,000 600,000 0 200,000 教材支援奨励金図書カード @10,000 円× 20 名、災害被害者援助金 @50,000 円× 8 件

記 念 品 費 1,450,000 1,450,000 0 1,339,800 入学記念品 1,700 名分　卒業記念品 1,500 名分

サテライトオフィス援助費 3,600,000 3,600,000 0 3,600,000 サテライトオフィス運営費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 1,200,000 事務担当派遣職員経費

記 念 事 業 協 力 費 400,000 200,000 200,000 200,000 「追手門学院奉拝船」への協賛金、「上海万博」大学参加への協賛金

大 学 施 設 関 係 整 備 費 0 500,000 △ 500,000 500,000 

予 備 費 1,000,000 1,000,000 0

当 年 度 支 出 合 計 14,101,000 13,821,000 280,000 11,682,134 

次 年 度 繰 越 金 16,419,648 13,519,911 2,899,737 16,145,648

支 出 の 部 合 計 30,520,648 27,340,911 3,179,737 27,827,782 
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2010 年度 卒業生保護者の会 役員・委員・幹事・相談役
役　職 氏　　名 卒業年（期）
会　長 林 田 隆 行 2009（40）

副会長
加 藤 美 穂 子 2009（40）
中 田 悦 子 2009（40）
藤 澤 慶 子 2009（40）

会　計 山 田 温 子 2008（�9）
山 田 喜 子 20�0（4�）

会計監査 中 川 理 恵 子 2008（�9）
浅 井 滋 子 2009（40）

委　員

今 井 多 喜 子 20�0（4�）
内 田 佳 代 子 20�0（4�)
黒 田 洋 好 20�0（4�）
西 野 敦 子 20�0（4�）
松 本 真 弓 20�0（4�）

幹　事

庶 務 課 長　澤　山　裕　治
財 務 課 長　小　板　　　淳
教 務 課 長　坂　口　伊知郎
学 生 課 長　平　川　正　人
キャリア開発課長　立　石　正　彦

相談役
鷲 見 文 子 200�（�4）
羽 田 清 彦 �999（�0）
能 口 元 良 2007（�8）

四
月
一
日
（
木
）
大
学
入
学
式
後
、

新
入
生
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

大
学
の
日
本
文
化
研
修
道
場
で
あ
り

ま
す
「
松
籟
庵
」（
松
下
幸
之
助
様

ご
寄
贈
）
と
「
将
軍
山
会
館
」（
学

院
の
歴
史
館
で
も
あ
る
校
友
会
館
）

「
桜
の
縁
」

「
桜
の
縁
」開

催

さ
く
ら
の
え
ん

新
入
生
保
護
者
歓
迎
お
茶
会

に
て
、歓
迎
の
お
茶
会
「
桜
の
縁
（
さ

く
ら
の
え
ん
）」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
将
来
の
会
員
様
と
ご
縁
を
結

び
、
本
会
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
心

を
込
め
て
お
も
て
な
し
い
た
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
な
り
、
わ

ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
松
籟
庵
で

は
今
回
初
め
て
野
点
も
い
た
し
ま
し

た
。
多
く
の
新
入
生
保
護
者
の
皆
様

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
咲
き
誇

る
桜
を
愛
で
な
が
ら
、
お
抹
茶
に
お

茶
菓
子
を
ご
賞
味
頂
き
ま
し
た
。

本
会
と
大
学
教
育
後
援
会
（
在
学

生
保
護
者
の
団
体
）
と
い
う
大
学
を

支
援
す
る
二
つ
の
保
護
者
の
団
体
が

力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ
た
新
入
生
保

護
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
子
様
の
入

学
を
共
に
お
祝
い
し
、
桜
の
取
り
持

つ
縁
（
え
に
し
）
を
大
切
に
す
る
行

事
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

来
年
も
引
き
続
き
、
教
育
後
援
会

と
の
共
催
で
お
茶
会
「
桜
の
縁
」
を

開
催
予
定
で
す
。
本
会
会
員
様
の
中

で
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
「
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
記
載
の
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
か
ら
卒
業
生
保
護
者
、
卒

業
生
の
方
々
を
対
象
に
、
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生

や
卒
業
生
の
就
職
に
際
し
て
、
相
談

相
手
の
第
一
位
は
友
人
、
保
護
者
は

第
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
み
な
さ
ま
が
就
職
さ
れ
た
頃
と
現

在
と
で
は
経
済
環
境
は
も
と
よ
り
企

業
の
採
用
に
関
す
る
考
え
方
も
随
分

と
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
心

さ
の
あ
ま
り
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
こ
ど
も
を
追
い
つ
め
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
就
職
環
境
を

知
り
、
こ
ど
も
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
接
す
る
の
が
効
果
的
な
の
か
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
年
度
は
二
〇
一
〇
年
九
月

二
十
五
日
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
同
封
の
案

内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
四
日

（
水
）、
二
〇
〇
九
年
度
学
位
授
与
式

が
挙
行
さ
れ
、学
部
卒
業
生
に
対
し
、

本
会
か
ら
卒
業
記
念
品
と
し
て
「
筆

記
具
」
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
四

月
一
日
（
木
）、
二
〇
一
〇
年
度
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
、
入
学
記
念
品
と

し
て
大
学
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
「
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
」
を
学
部
入

学
生
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

転
居
等
で
住
所
変
更
な
ど
を
さ
れ

る
場
合
は
、
住
所
変
更
届
け
を
事
務

局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
住
所
等
変
更
が

可
能
で
す
。
会
報
下
部
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

大
学
庶
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
四

「
カ
リ
ヨ
ン
12
ベ
ル

　

 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」愛
称
決
定

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
七
日
に
竣

工
し
た
一
号
館
を
記
念
し
て
、
本
会

か
ら
も
設
置
の
た
め
に
寄
附
を
い
た

し
ま
し
た
「
カ
リ
ヨ
ン
�2
ベ
ル
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の
愛
称
が
募
集
さ
れ

『
な
ご
み
の
鐘
』
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
一
号
館
の
前
で
、
追
手
門
学

院
歌
を
は
じ
め
と
す
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
一
日
五
回
奏
で
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
音
が
集
ま
っ

て
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
す

よ
う
に
、
人
々
が
集
ま
り
十
分
に
議

論
を
尽
く
し
、
道
理
の
通
っ
た
議
論

を
導
き
出
し
て
、
全
体
が
ま
と
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
卒
業
生
の

松
場
由
希
子
さ
ん
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

卒
業
生
及
び
入
学
生
に

記
念
品
を
贈
呈

卒
業
生
及
び
入
学
生
に

記
念
品
を
贈
呈

卒
業
生
保
護
者
と
卒
業
生
対
象

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

卒
業
生
保
護
者
と
卒
業
生
対
象

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
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追
手
門
学
院
の
卒
業
生
に
劇
団
四

季
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
縁
で
、
今
回
は
京
都

劇
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
た
劇

団
四
季
の
「
美
女
と
野
獣
」
を
鑑
賞

い
た
し
ま
し
た
。

「
美
女
と
野
獣
」
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

と
劇
団
四
季
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん

だ
、
心
と
き
め
く
愛
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
す
。
日
本
で
も
、
各
地
で
ロ
ン

グ
ラ
ン
を
重
ね
る
大
ヒ
ッ
ト
作
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
幕
は
、
昔
、
あ
る
城
で
ひ
と

り
の
王
子
が
甘
や
か
さ
れ
、
優
し
さ

を
失
い
、
魔
法
使
い
に
よ
っ
て
醜
い

野
獣
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
バ
ラ

の
花
び
ら
が
散
る
ま
で
に
人
を
愛
し

愛
さ
れ
な
け
れ
ば
、
王
子
は
永
遠
に

野
獣
の
ま
ま
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
美
し
い
娘
ベ
ル
が
、
そ

の
城
に
迷
い
込
み
、
魔
法
で
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
に
変
え
ら
れ
た
、
城
の
召

使
い
達
と
の
交
流
が
い
き
い
き
と
描

写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
幕
か
ら
二

幕
に
物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ど
ん

ど
ん
「
も
の
」
に
変
化
し
て
い
く
様

子
も
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
変
化
で
わ

か
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
に

驚
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
軽
や
か
に
歌

い
踊
る
「
ビ
ー
ア
ワ
ゲ
ス
ト
」
は
と

て
も
楽
し
く
、
そ
の
陽
気
さ
、
明
る

さ
、夢
の
よ
う
な
華
麗
な
舞
台
、次
々

と
飛
び
出
す
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
人
へ
の
思
い
や

り
、
愛
を
通
し
て
人
間
の
優
し
さ
を

取
り
戻
す
野
獣
の
変
化
に
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
の
仕
掛
け
、
ス

ト
ー
リ
ー
展
開
と
い
い
、
飽
き
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
こ
の
作
品
は
、
子
供

も
大
人
も
年
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
だ
と
思
い
ま
し
た
。

又
、
当
日
鑑
賞
会
前
に
は
京
都
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
き
ま
し
て

大
学
か
ら
は
、
大
木
理
事
長
、
鈴
木

学
院
長
・
学
長
、
吉
田
大
学
事
務
部

長
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
卒
業
生
保

護
者
の
会
の
会
員
様
と
、
各
テ
ー
ブ

ル
と
も
な
ご
や
か
に
会
食
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
も
多
数
の
会
員
様
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
す
こ

と
を
、楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
度 

卒
業
生
保
護
者

の
会
「
舞
台
公
演
鑑
賞
会
並
び
に
懇

親
会
」
を
来
る
、
二
〇
一
一
年
二
月

一
日
（
火
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
二
〇
〇
七
年
度
に
開

催
し
、
好
評
を
博
し
た
天
満
天
神
繁

昌
亭
の
特
別
公
演
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
学
の
学
生
交
換
制
度
の
歴
史
に

お
い
て
、
二
〇
一
〇
年
は
イ
ン
ド
・

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
学
と
四
十
周
年
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
グ
リ
フ
ィ
ス
大

学
と
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
二
〇
〇
九
年
～

二
〇
一
一
年
の
三
年
間
を
「
国
際
交

流
推
進
年
」
と
し
、
国
際
交
流
の
推

進
・
強
化
を
図
り
、「O

T
EM

O
N

 
T

O
 T

H
E W

O
RLD

」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
大
学
の
、
ま

た
学
生
生
活
の
国
際
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

今
年
の
十
一
月
、
十
二
月
に
は
イ

ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
連
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
全
て

入
場
無
料
で
す
の
で
是
非
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

二
〇
一
〇
年
度
「
見
学
並
び
に
懇

親
会
」
が
来
る
十
月
十
八
日
（
月
）

に
教
育
後
援
会
と
共
催
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
秋
に
、
会
員
相
互

の
見
聞
を
広
め
、
在
学
生
保
護
者
の

教
育
後
援
会
会
員
様
と
共
に
親
睦
を

図
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で

す
。
今
回
は
、
奈
良
方
面
（
遷
都

千
三
百
年
祭
会
場
の
見
学
、
奈
良
ホ

テ
ル
で
の
懇
親
会
等
）
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

劇
団
四
季
「
美
女
と
野
獣
」

鑑
賞
会
に
参
加
し
て

　

副
会
長　

中
田　

悦
子

劇
団
四
季「
美
女
と
野
獣
」鑑
賞
会
開
催

於
　

劇
団
四
季
京
都
劇
場

平
成
二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
度 

見
学
並
び
に
懇
親
会

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
） 

年
一
月
二
十
日
（
水
）

国
際
交
流
推
進
年

教
育
後
援
会

「
見
学
並
び
に
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

卒
業
生
保
護
者
の
会

「
鑑
賞
会
並
び
に
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

経営者のための経営力革新フォーラム
―追手門学院大学経営学会主催―
経営学部設立 15周年記念講演会

開催日時：11月19日㈮10時～19時
講演内容：「日本の経営精神」加護野忠男氏（神戸大学教授）
　　　　　「日本 IBMの経営改革」北城恪太郎氏
　　　　　（国際基督教大学理事長、日本 IBM最高顧問、
　　　　　  前経済同友会代表幹事）
　　　　　「コーチング革命」平尾誠二氏（神戸製鋼ラグビー部総監督）

受　講　料：2万円（懇親会費含む）※卒業生保護者の会会員料金
問合わせ先：経営学部教授　黒目哲児
Ｅメール kurome@res.otemon.ac.jp　FAX　072-643-9432


